
熊本地震

か
ら

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
医
師
な
ど
派
遣

　
一
刻
も
早
く
被
災
者
の
元
ヘ
ー
。
熊
本
地
震
が

発
生
し
た
1
4
日
夜
か
ら
1
5
日
に
か
け
、
県
内
の
自
治

体
や
警
察
、
消
防
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
続
々
と
被
災
地

に
向
か
っ
た
。
救
援
物
資
を
届
け
、
心
の
ケ
ア
な
ど

懸
命
の
支
援
を
続
け
る
。

　
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
（
本
部
・
岡
山
市
）
と
総
社
市

は
1
5
日
、
合
同
支
援
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
震
度
７
を
観
測
し
た

熊
本
県
益
城
町
に
医
師
や
看
護

師
、
市
職
員
ら
８
人
を
派
遣
し

た
。
下
着
や
タ
オ
ル
な
ど
２
０

０
人
分
の
救
援
物
資
を
届
け
、

被
災
者
の
支
援
に
あ
た
る
。

　
総
社
市
役
所
で
出
発
式
が
あ

り
、
片
岡
聡
一
市
長
は
「
全
力

を
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

職
員
ら
を
激
励
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
本
部
職
員
で
看
護
師
の
岩
本

　
　
　
ｉ
―
－
Ｉ
　
Ｉ
　
―
　
Ｉ
　
　
－
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ

智
子
さ
ん
（

3 1
）
は
「
継
続
的
な

余
震
が
続
い
て
い
る
。
早
く
被

災
者
の
と
こ
ろ
に
駆
け
つ
け
た

い
」
と
話
し
た
。
同
チ
ー
ム
は

1
6
日
か
ら
活
動
す
る
予
定
。

　
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
は

1
5
日
朝
、
災
害
直
後
に
被
災
者

ら
の
心
の
ケ
ア
を
担
う
「
災
瀋

派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
」
　
（
Ｄ

Ｐ
λ
Ｔ
）
の
先
遣
隊
と
し
て
、

精
神
科
医
や
看
護
師
ら
４
人
を

被
災
地
に
送
っ
た
。
現
地
で
は

精
神
疾
患
の
患
者
の
診
察
を
は

じ
め
、
被
災
状
況
を
把
握
し
、

後
続
の
チ
ー
ム
派
遣
の
必
要
性

に
つ
い
て
判
断
す
る
と
い
う
。

　
県
警
は
1
4
日
夜
、
広
域
緊
急

援
助
隊
と
し
て
警
察
官
ら
2
6
入

を
派
遣
。
熊
本
市
の
熊
本
県
民

総
合
運
動
公
園
に
到
着
後
、
一

波
町
の
益
城
病
院
か
ら
入
除

者
を
別
の
安
全
な
病
院
に
移

作
業
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。

日
朝
に
は
、
被
災
状
況
を
把

握15す患益

す
る
た
め
、
岡
南
飛
行
場
か
ら

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
わ
し
ゅ
う
」

救援物資をトラックに積み込
む総社市職員＝15日午後Ｏ時
２分、総社市中央１丁目

を
現
地
の
上
空
に
向
か
わ
せ

た
。
熊
本
地
震
の
影
響
で
、
県

警
は
倉
敷
市
内
で
1
5
日
に
予
定

し
て
い
た
テ
ロ
対
応
の
訓
練
を

取
り
や
め
た
。

　
岡
山
市
消
防
局
は
地
震
発
生

か
ら
約
１
時
間
後
の
1
4
日
夜
、

４
人
の
隊
員
を
熊
本
県
消
防
学

校
に
送
っ
た
。
被
災
他
の
情
報

収
集
、
調
整
に
あ
た
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
県
教
委
に
よ
る
と
、
久
米
南

町
立
久
米
南
中
学
校
が
1
4
日
か

ら
長
崎
や
福
岡
へ
の
修
学
旅
行

中
で
、
地
震
発
生
当
日
の
夜
は

長
崎
県
内
の
ホ
テ
ル
で
宿
泊
し

て
い
た
が
、
生
徒
、
教
員
と
も

に
け
が
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

地
震
発
生
時
、
九
州
方
面
で
修

学
旅
行
中
の
学
校
は
他
に
な
い

と
い
う
。

　
（
田
部
愛
、
高
低
翔
、
波
多
野
大
介
）
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